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緊急特集 歴史的買い場？

“黄金郷”の扉はいつ開く？

新型肺炎の世界的な広がりで世界の金融市場はパニック状態に陥っている。NYを筆頭に史上最大の下げを
見せ、短期間のうちに大きく値を崩した。PS総合指数も瞬く間に2000ペソ近く下げた。

だが、今こそ「人のゆく裏に道あり 花の山」を実践すべきタイミングだ。皆が皆、弱気のときには黙って買いの
種を蒔くのが賢い投資家だ。とくにフィリピン株の場合、今のような買い場は今後１０年間はやってこないだろう。

今回は歴史的な買い場の時期とタイミング、買うべき銘柄を分析してみた。（下図は3/10現在の週足・日足）
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リーマンショックに学ぶ総合指数の行方

前回、世界の株しい市場を襲ったリーマンショックの時の総合指数の動きを振
り返った。

【価格変動】
ピーク＝3896.74
ボトム＝1684.75
下落幅＝2211.99
下落率＝56.77％

【期間】
ピーク⇒ボトム
１３か月
ボトム⇒反転
５か月
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リーマンショックに現在の相場を合わせると・・・

下図は総合指数のリーマンショック時の相場に現在の動きを合わせたもの。青は18年1月高値
9078.37、ブラウンは19年7月高値8419.59となっている。二番天井相場のため、１８年の最高値から
の検証も必要になる。チャートは2020/3/12現在。

【二番天井基準】
下値メド＝4779.6
底＝２０年７月

【最高値基準】
下値メド＝5153.79
底＝１９年１月

“最高値基準に戻り相場
を考慮したケース”
下値メド＝5161.57
底＝２０年４月

下値は4780～5160
底は２０年４月
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ここでの投資戦略

【現状】（3/13 12：00現在）
・株価は一つの下値メドである5100ペソ台まで下落
・日柄調整はまだ不足気味

【今後の見通し】

・値幅調整はある程度進展したものの、日柄不足感があるため、今後も安値を更新する
可能性はある。
・ただし、下げピッチが速かったため、戻り始めた時には戻り売りの出ない6800ペソ前後
まで一気に戻る確率が高い。

【結論】

・５０００ペソ割れは絶好
の買い場。３月下旬から
は買い下がり（たとえば指
数が100ペソ下がれば買

いを入れる方式）で、２年
後にはウハウハ状態。
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買い下がりの根拠

GDPと総合指数の関係
株価はGDPに連動するというのが大前提に
ある。今回のコロナ禍でフィリピンのGDP成

長率は多少の下振れを免れない。しかし、
ほかの国との相対比較では依然としてトッ
プクラスの成長率（5.8～6.1％前後）を維持
できる。
左図を見ると、GDPラインを割り込むのは、

リーマンショック以来のこと。すなわち、現在
は絶好の買い場となっている。あとはタイミ
ングだけの問題になる。

資金に余裕がある投資家なら、ここから買
い始めて、数年後には大きな含み益を獲得
できるはずだ。
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今、買うべき銘柄はこれだ！Part1 PERでのアプローチ

この千載一遇のチャンスを生かすために、今、買うべき銘柄を大調査した。最
初はPERで買える銘柄だ。

コロナ禍では業績へプラスに作用する銘柄もある
が、均一に25％減益を余儀なくされるとの前提で、
２０年６月期のEPSを推測。それをベースに3/12現
在の株価でPERが低い２０銘柄をピックアップした。

このうち注目されるのは自社株買いを継続している
COSCOやLPZ、それにMPI、MWCなどになる。
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今、買うべき銘柄はこれだ！ Part2配当利回りからのアプローチ

コロナ禍では業績へプラスに作用する銘柄もある
が、均一に25％減益を余儀なくされるとの前提で、
２０年６月期のEPSを推測。それをベースに3/12現

在の株価で現在の配当性向が維持されるとしての
配当利回りを試算した。

このうち株式の流動性を考慮するとGMA7、MWC、TEL、
CLIなどに注目したい。

１０年に一度の買い場を逃さないようにしてもら
いたい。


